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現在 韓日間 問題 爭点 獨島問題 全 過去においていくつかの が となっているが をのぞいて て、 、 、

歷史 歷史觀 相違 起因 歷史觀 現實 世界の をどうみるかという の から する この は の をどうみる。 、

現實世界 自國 位置 世界觀 問題 歷史敎科書か つまり において をどう づけるかという の である、 。

問題 世界觀 問題もこの の である。

歷史敎科書 記述 記錄 事件 當然 問題を するにおいて された をもとにするのは であるが はそれ、 、

解釋 記述 同 事件 國 時代 解釋 度異 例をどう し するかである じ でも によって が なる えば。 。 、

過去 歷史 榮光 歷史 自國 歷史においてナチスの はドイツの の として の 敎科書 記載に されたが、

今 歷史 恥部 周辺國家 今 昔 侵略 歷史 敎科書 載はドイツ の として にとっては も も の として に せら、

現在 北朝鮮 歷史れている また の の。 、 敎科書 金日成 金正日体制 保障 未來は ー を しそれを、

繫 書 韓國 事情 同 解放後 混亂時期 歷史記述 軍に げるべく かれている においても は じで の の は。 、

事獨裁政權下 民主化 現在 大 違 見 歷史と された とでは きな いが られる このように。 敎科書 書は

時代 現實世界 保障 未來 繫 書 同 事件かれた の を すべく そしてそれを に ぐべく かれているため じ、 、

國 時代 內容 異 卽 現實 世界でも ・ によって その は なってくるのである ち の をどうみるかとい、 。 、

世界觀 問題 世界觀 違 當然過去 歷史 評価 変 現在 韓日う の といえる この の いは の の も える の。 、 。

兩國 歷史の 敎科書 過去 歷史評価 顯著 差 見 示 世界おいて の に な が られるのも そこに された、
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觀 違 起因 現在 韓日 歷史の いから するといえる ならば の の。 敎科書 世界觀 成の はなにをもって

立 世界 主流 國民國家觀 描 同したのか ともに の がそうであるように をそこに いてることは じで。 、

問題 國民國家 何 持 保障 日本 古事記 韓國ある が はその を を って したかである は は。 、 。 、

三國遺事 世界觀 継承 筆者 結論付にあらわれた の と は けたい、 。

日本 古代 古事記 天皇 世界 秩序 中心 世界觀 完成 韓半島は は を の の とする を させ そこに、 、

含 戰前 大東亞 世界觀 引 継 現在 國民國家 保障を んだ これは の という に き がれ を するもの。 、 、 、

扶桑社 新 歷史敎科書 見事 復活 多 支持 得として の しい に に し くの を ている そこでは ア、 。 、

日本 盟主 大東亞共榮圈 傘 中 對等 存在ジアは を とする の の にあり のパートナーとしてアジアは し、

大東亞 外 一 世界 君臨 强大國家 過ない パートナは の にあるもう つの に する アメリカだけである。 。

去 反省 始 對等 戰後 反 韓國及 周辺の から まったアジアを のパートナーとする に するものであり び、

受 入 世界觀のアジアにおいて け れがたい といえる。

對 韓國 敎科書 三國遺事 見 前 本來これに し はどうであるか まず にあらわれた を る に の。 、 、

三國遺事 世界觀 拙著 三國遺事 世界觀の が どうであったか これについては の、 。 、

示 通 簡單 示 次で した りである に せば のようになる。 。

三國遺事 世界觀の

日本 實權者 目 交替 見 古事記 根本 天皇では の まぐるしい は られるが の である、 、 世界を

中心 世界觀 持 國体 維持 自國 存在 保障の とする を つことによって その を しまた の を しえた その、 。

反面 王朝 交替 繰 返 日本 天皇の を り し のように、 、 創造 韓半島といものを しえなかった では、

韓半島 世界 中心 古代 廣開土王碑文を の とする 世界觀の 高句麗王朝 滅亡後 何 意は の ら、 、

味 何 持 自分達 存在 保障をなさないものとなった ならば を って の を しえたのであろうか これ。 、 。

物語 三國史記 三國遺事 成立年度 約 年 差を ってくれるのが である しかし に の があ。 、

時代 要求 相違 二 世界觀 大 違 見り による の によって つの にも きな いを せている、 、 。

三國史記 儒敎 合理主義 內容面 荒唐無稽 話 削除 中は の をかかげその においても な を し、 、

國 皇帝 自國 王 上 位置付 中國 皇帝 中心 世界 中 自國 組の を の の に ける これは の を とする の に を み。

込 世界觀 中國 自國 保障 後 高む つまり とのつながりによって を するものである しかし その、 。 、 、

麗 蛮族 蔑視 元 中國 滅 高麗 元 侵略 受が として していた によって が ばされ さらに も の を けるという、

國家存亡 時期 三國史記 中國 中心 世界觀 自分達 存在 保障の に の を とする は の を するもの、

何 用 三國遺事 登場として ら をなさなくなっていた ここに が したのである。 。

朴正義 三國遺事 世界觀 日本文化學報 第 輯 韓國日本文化學會の

權五曄 廣開土王碑文 硏究



國民國家 保障 蘇 三國遺事 世界觀を するもとして った の 朴 正 義

三國遺事 荒唐無稽 神話 伝說 重視 中國 皇帝 同 自國 王 死 對は の や を し の と じく の の に し、

崩ても 字 使用 三國史記 中國 皇帝 崩の を する では の にだけ。 、 字 使用 自國の を し の、

王 一 下 薨には ランク の 字 使用 異 崩の を したのとはずいぶん なる この。 字 使用 値の の に する

天子のは 天子だけで、 天下 世界 統治 君主 名称というのは つまり を する の である しか。

三國遺事 古事記 屬國 朝貢國 從 自國 中心 帝國し は のように や を える を とする、 をそ

描 三國遺事 崩こに いていない ならば において。 字 使用 根據 何 三國遺の を する は か。

事 最初 出 卷第一 紀異第一 古朝鮮條の に てくる 答 古朝鮮 始祖壇君にその えがある の。

桓因 子 桓雄 子 誕生 桓因 本文 割注 謂帝釋也は の である の として するが この に では、 說をつけて

明している 帝釋。 言 帝釋天は うまでもなく 梵天 仏法 護 神 帝で とともに を る である、 。

釋天 梵名 釋迦提桓因陀羅の は 本文 書 桓因 十分 意味 通といい に かれた だけでも に が じるは、

念 割注 謂帝釋也ずであるにもかかわらず をいれて、 古朝鮮 仏 意思 開をつけ が の によって か、

國 仏 導 護 國 三國遺事 最初 確認 三れた さらに によって かれ られた と は に する つまり、 、 。 、

國遺事 古朝鮮條の 示 韓半島 紀元 仏 意志 開 統が しているのは はその から の によって かれた、

一國家民族 未來永劫 仏 護 國 物語 續であり にわたって に られる であることを っている さらに け、 。

國 條 古朝鮮以後 韓半島 獨自 建國 國 全 天 天帝それぞれの の では の に に された 々も て または と、 、

結付 國 開 記 古朝鮮 壇君以後 支配者 王 全くことによって が かれたと す これにより の も たる は。 、 、

天帝 帝釋天 血 受 継 仏 意思 國 開 語て すなわち の を け ぐ つまり の によって が かれたことを ってい。

後 仏 保護 國 繁榮 興法篇以下 篇 仏敎關連說話 實る さらにその の によって が することを の が。 、

証 中 卷第四 義解 第五 義湘伝敎條する でも。 、 注目 說話に すべき がある、 。

智儼 前日 夜 夢 海東 韓國 大樹 生 枝 葉 茂 延 神州 中が の をみると に が えて と が り それが びて、 、 、

國 蔽 上 鳳 巢 上 一個 摩尼宝珠 光明 遠を い その に の があった ってみると の があり その が くまで、 。 、

照していた 。

義湘 話 韓半島 仏敎 隆盛 世界 中心 君臨 中國 代 韓國 世界の であるが に が し の として する に り が の、

中心 暗示 三國遺事 最初 述 天帝 孫 檀となることを するのである これは が に べた の である。 、

君 統治 韓半島によって された 脈絡 通 時点 世界 中心とも が じる かかれた で の というのではな。

未來 問 未來 世界中心 世界觀く を う に となる、 三國遺事である しかし これによって が。 、

自國 歷代 王 死 天子 値 崩の の の に にだけ する 字 使 納得 世界 中心という を ったことが でき の と、

世界觀 持しての を つといえる。

前回 論文 三國遺事 世界觀さらに の の、 記載 三國遺事 天竺に しなかったが に の、

三國遺事 卷一 紀異一 古朝鮮條 昔有桓因謂帝釋也庶子桓雄 雄乃仮化而婚之孕生子號檀君王儉

三國遺事 卷第四 義解第五 義湘伝敎條 儼前夕夢一大樹生海東 枝葉溥布 來陰神州 上有鳳巢 登視之。 。 。 。 。
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記事 異常 多 特徵 拾 卷二 紀異二が に いことも である ここにそれらのいくつかのを うと。 、 駕洛

國記條 上帝 命 印度 王女 駕洛國 嫁 來 記事に の で の が に に るという、 、 があり、 卷三 塔像四

皇龍寺九層塔條 新羅 王 祖先 印度 記事 見 印度 韓半島 因緣に の の を とする が える これは と の。

示を すものである さらに。 、 卷三 塔像四 皇龍寺丈六條 仏敎 發祥地印度に の におい、

三國遺事 卷二 紀異二 駕洛國記條 於是王與后共在御國寢 從容語王曰 妾是阿踰陀國公主也 姓許名黃。 。 。

玉 年二八矣 在本國時 今年五月中 父王與皇后顧妾而語曰 爺孃一昨夢中 同見皇天上帝 謂曰 駕洛國元。 。 。 。 。 。 。 。

君首露者 天所降而俾御大寶 乃神乃聖 惟其人乎 且以新家邦 未定匹偶 卿等湏遣公主而配之 言訖升天。 。 。 。 。 。 。 。

形開之後 上帝之言 其猶在耳 你於此而忽辭親向彼乎往矣 妾也浮海遐尋於蒸棗 移天夐赴於蟠桃 臻首敢・。 。 。 。 。 。

龍顔是近 王 寢殿 入 后 王 向 語 私 阿踰陀國さて とともに に られた は に かっておもむろに るのだった はもと、 、 。

印度 國 王女 姓 許氏 名 黃玉 申 年 才 今年 五月 本國 居 父にある の で は は と し は でございます の に たとき、 、 、 。 、 、

王 皇后 私 向 昨夜夢 中 皇天上帝 駕洛國王 首露 天 降 王位 就と が に かっておっしゃいました の で は の は が して に かせ。

人 神聖 新 國 治 未 配偶者 決たものであり この こそは そのものである しく を めているが だ が まっていない そな、 。 、 。

達 王女 遣 配偶 定 言 終 天 昇 眠 覺 未た は を わして を めなさいとおっしゃり い わると に っていかれた りから めても、 。

上帝 言葉 耳 殘 親 別 行 私 海 浮だ の が に っている だからおまえはただちに と れてそこに きなさい それで は に か。 。 。

蒸棗 集 天 昇 蟠桃仙桃 得 女 恐 多んでいる を め に って を てからここにまいり のみでありながら れ くもあなたの、 、 、

龍顔 近付に くことができたのです

三國遺事 卷三 塔像四 皇龍寺九層塔條 慈藏法師西學 乃於五臺感文殊授法詳見本傳 文殊又云 汝國王是。 。 。

天竺刹利種王 預受佛記 故別有因緣 不同東夷共工之族 然以山川崎嶮 故人性麤悖 多信邪見 而時或天神。 。 。 。 。 。 。

降禍 然有多聞比丘 在於國中 是以君臣安泰 萬庶和平矣 言已不現慈藏法師 西唐 留學 五臺・ ・ は に したおり。 。 。 、

山 文殊菩薩 授法 感得 詳細 本傳 見 文殊 汝 國において の を したのであった なことは に えている そのとき が の。 、

王 天竺 刹利族 王 仏記仏 予言 記 文 受 特別 因緣は の の で かねてから の を した を けていた これは な があったから、 。

東夷 共工族 同 山川 險 人性 悖荒 道理 邪見 多 信であり の とは じでない が しいため が っぽくて にそむくで を く、 。 、

時 天神 禍 降 多聞比丘 國 中 君臣 安泰 萬民 平和じ おり が を ろしているけれども が の にいて そのため が で が であ、 、 、 、

告 言 終 姿る と げ い わると がみえなくなってしまった、

三國遺事 卷三 塔像四 皇龍寺丈六條 未幾 海南有一巨舫 來泊於河曲縣之絲浦今蔚州谷浦也 檢看有牒文。 。 。

云 西竺阿育王 聚黃鐵五萬七千斤 黃金三萬分別傳云 鐵四十萬七千斤 金一千兩 恐誤 或云三萬七千・ ・。 。 。 。 。

斤 將鑄釋迦三尊像 未就 載舡泛海而祝曰 願到有緣國土 成丈六尊容 幷載模樣一佛二菩薩像 縣吏具狀上。 。 。 。 。 。 。

聞 勅使卜其縣之城東爽塏之地 創東竺寺 邀安其三尊 南 海 巨船一隻 河曲縣 絲浦今 蔚まもなく の から が の の。 。 。 、

州 谷浦 來 停泊 船 中 檢 公文 西竺印度 阿育王 黃鐵五萬の に て した の を げてみると があって そこに の が。 、 、 、

七千斤 黃金三萬分 集 別傳 鐵四十萬七千斤 金一千兩 間違 或と を めて には と だといっているが これは いだろう、 、 。

三萬七千斤 釋迦三尊像 鑄造 完成 仕方 船 載 海 浮は ともいう を しようとしたが できなかったので なく に せて に、 、

願 因緣 國土 丈六尊 完成 一 佛像 二 菩薩像 模型かべてだすが わくば のある にいって が できますよう の と つの の も、 、 。

倂 書 見 縣吏 書狀 詳 書 報告 王 使者 送 其 縣せてのせる と かれてあった これを た が を しく いて すると が を って の。 、

城 東 淸潔 地 擇 東竺寺 建 三尊 安置の の に な を んで を て その を した、 、

三國遺事 卷三 塔像四 皇龍寺丈六條 時王之太子獨不預斯事 王使詰之 太子奏云 獨力非功 曾知不就。 。 。 。 。

王然之 乃載舡泛海 南閻浮提十六大國 五百中國 十千小國 八萬聚落 靡不周旋 皆鑄不成 最後到新羅・ ・ ・。 。 。 。 。

國 眞興王鑄之於文仍林 像成 相好畢備 阿育此翻無憂 時王 太子 仕事 加 王阿その の がその に わらなかったので。 。 。 。

育王 譯 詰問 太子 一人 力 前 思がその を すると は の ではできないことだから 々からこうなるだろうと ってい、 、 、

答 王 言 船 載 海 浮 南閻浮提南方 印度國十六大國ました と えた がもっともだと って それを に せ に かべて の。 、 、

五百中國 十千 小國 八萬 村落 回 鑄造 失敗 最後 新羅國 到着と の の をくまなく ったけれども みんな に した に に、 、 、 、 。

眞興王 文仍林 鑄造 完成 仏像 相好顔付 完備 聞 阿育王した が において して し の きも した このことを いて も。 、 。

今度 憂こそ いがなくなった

三國遺事 卷三 塔像四 皇龍寺丈六條 後大德慈藏西學到五臺山 感文殊現身授訣 仍囑云 汝國皇龍寺 乃。 。 。 。

釋迦與迦葉佛講演之地 宴坐石猶在 故天竺無憂王 聚黃鐵若干斤泛海 歷一千三百餘年 然後乃到而國 成安。 。 。 。 。 。

其寺 蓋威緣使然也與別記所載不同 後 大德高僧 慈藏 西方 留學 五臺山 至 文殊 現身その の が に し に ると が して。 、 、
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造 仏像 新羅 完成 記事 出 仏敎隆て ることができなかった を において するという が ている これは。 、

盛 地 印度 韓半島 移 暗示 仏敎 將來隆盛 上帝 印度 王の が より に ることを し が するとして が から、 、

女 送を った 卷二 紀異二 駕洛國記條 記事 通 結論の に じるものである そして として。 、 卷

三 塔像四 前後所將舍利條 に

大敎 仏敎 東方 廣 限 讚が へ がってきたことは りなくめでたいことである にこういっている、 。 。

華月 中國 夷風 東方 互 煙波 隔 鹿園 鶴樹 二千年 経 海外 東國 流と いに を て の を たり に、 、 、 。

伝 慶賀 東震 東國 西乾 印度 共 一 天したことはまことに と は に つの なり。 。

記事 仏敎 通 韓國 中國 印度 一 云 韓國という がある これは を じ ・ ・ は つと っている つまり。 、 、 。

中國 印度三國 同 世界 仏敎 普遍的世界觀 中 自國 存在 認・ ・ が じにある この の の で の を める。 、 。

日本 世界 含 外 日本 中世 三國世界觀 天そこには はその に まれることなく にある が にもった、 、 。

竺 震旦 本朝 日本 韓半島 日本 含 世界觀 異 三・ ・ が に まれるとする とは なる ならば この、 。 、

國遺事 世界觀 歷史敎科書 蘇の が にどのように っているのであろうか、 。

歷史敎科書 見 三國遺事に られる

高等學校 國史

韓國 高校 歷史敎科書 韓國 國史編纂委員會 國定図書編纂委員會 編纂の の は の によって さ、

國定敎科書 高等學校國史れた 高等學校國史 第一章 韓國史だけである この の の。

正 理解しい 條 韓國史 世界史と 最初 項 韓國史 普遍性 特殊性の の の と において

我 民族 半万年以上 悠久 歷史 世界史 稀 見 單一民族國家が は の の をもっており においても れに る、

伝統 受 継とし を け いできた

秘訣秘密 方法 汝 國 皇龍寺 釋迦 迦葉佛 講演 地の をくれながら こうたのんだ の の は と が したところの であっ、 。

宴坐 石 殘 故 天竺 無憂王 黃鐵若干斤 集 海 浮 一千三百餘年 後て の がなおも っている に の が を めて に かべ をへた、 。 、

汝 國 到着 寺 完成 思 偉大 因緣に はじめて の に し その を させた うにこれは な がそうさせたのである、 、 。

三國遺事 卷三 塔像四 前後所將舍利條 大敎東漸 洋洋乎慶矣哉 讚曰 華月夷風尙隔煙 鹿園鶴樹二千。 。 。 。

年 流傳海外眞堪賀 東震西乾共一天。 。

國史編纂委員會 國定圖書編纂委員會 年 高等學校 國史 敎育人的資源部文部科學省
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記事 高等學校國史 見 自國 對 歷史觀 韓國という がある これが が る に する である ここに。 。 、

世界 誇 長 歷史が に るものとして い 單一民族國家と 二の つをあげている さらに この。 、

單一民族國家 普遍性 特殊性 一見相反 槪念 說明 保を と という する でもって する これらを、 。

障 三國遺事するものとして がある、 。

第二章 第 條 先史時代 展開まず の の 韓國民族 形成 語 第 條 國家で のはじまりと を り の、

形成 國 始 形成 說 第 條 最初 項目 古朝鮮 靑銅器文化で の まりと を く の の の と。 靑銅で、

器 鐵器文化 發展 記述 後 檀君 古朝鮮建國 語 韓半島 國 始 卽の を した の を り における の まり、 、 、

韓民族 國家形成 說 部分 記述ち の を く この を すれば。

檀君 古朝鮮と

靑銅器文化 發展 族長 支配 社會 出現 中 强力 族長 周辺部の にあわせ が する が した この でも な は。

族 統合 徐 族長 權力 强化を しながら 々に の を していった、 。

部族社會 最初 國家 發達 古朝鮮 三國遺事 記錄において に として したのが であった の によれ。

古朝鮮 檀君王儉 建國 檀君王儉ば は が したとする は、 。 當時 支配者 称号の の であった。

古朝鮮 遼寧地方 中心 成長 徐 周辺部族 統合 韓半島 發展は を に し 々に を しながら にまで したが、

事實 琵琶型 銅劍 出土分布 知 古朝鮮 勢力範このような は の とコインドルの から ることができる の。

囲 靑銅器時代 特徵 遺物 一 琵琶型 銅劍 出 地域 深 關は を づける の つである の とコインドルが る と い

係がある。

古朝鮮 建國事實 伝 檀君 話 我 民族 始祖 廣 伝 檀君 話の を える の は が の として く えられてきた の。

永 歲月 伝承 記錄 殘 間 要素 後代 新 付は い にわたり された として されてきた その ある は に しく け。 、

加 時 削除えられもし には された、 。

神話 時代 人 關心 持 反映 歷史的意味 含はその の 々が を つものが されたもので が まれている こ、 。

神話 共通 屬性 檀君 記錄 同 靑銅器時代 背景 古朝鮮れはすべての に する である の も じく を にした。 、

成立 歷史的事實 反映の を として している 。

國史編纂委員會 國定圖書編纂委員會 年 高等學校 國史

敎育人的資源部文部科學省
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以上 敎科書本文 檀君 古朝鮮建國の の、 內容 部族社會 最初の である まず において に。 、

國家 發達 古朝鮮として したのが であった 古朝鮮 存在 史實 確認と の を として することからはじ、

証據 三國遺事 記錄 檀君王儉 建國まる この として の によれば が したという。 、 、 三國遺と、

事 記事の をあげている。 琵琶型 銅劍 出土 古朝鮮 存在 証據また の とコインドルの も の の と、 、

擧して げているが これはその、 當時 國家形成 可能性 示 檀君 古朝鮮建國 史の の を すだけで の の、

實 明 決 三國遺事 記事 裏付を らかにするものではなく して の を けるものでない どこまでも、 。

敎科書 檀君 古朝鮮建國 確認 三國遺事 記事で の を できるのは の だけである、 、 。また あ、

要素 後代 新 付 加 時 削除る は に しく け えられもし には された、 檀君 古朝鮮建國 話 伝承と の の が、

過程 変形 認 古朝鮮 建國事實 伝 檀君 話 我 民の において されたこと めながらも の を える の は が、

族 始祖 廣 伝 檀君 話 永 歲月 伝承 記錄 殘の として く えられてきた の は い にわたり された として され。

てきた 骨格 話 史實 再確認 神話と その となる が であることを する さらに これらが であること、 。 、

意識 神話 歷史 反映 一般的 屬性 述 後 檀君 記錄 同 靑を し が を するという な を べた の も じく、 、 、

銅器時代 背景 古朝鮮 成立 歷史的事實 反映を にした の を として している 檀君 古朝と やはり の、

鮮建國 史實 今一度確認 執拗 檀君 古朝鮮 存在 確認 努を として する なまでに の の を するのに め。 、

ている。

檀君 古朝鮮 韓國 始 長 歷史この の を の まりとすることにより まず い、 說明 保障は もなく され

次 主目的 單一民族國家る に の。 國民國家 保障 始 韓國つまり としての ともなる その まりから。

一 强調 韓民族 描 易 後は つであったことを することによって としてのイメージを き くし その の、 、

衛滿朝鮮 箕子朝鮮 夫餘 三國 一 民族 成立 說明が つの によって してきたことを せずにすむ、 、 、 。

王朝 変 分裂 檀君 古朝鮮 存在 一 民族 國家つまり いくら が わり しても の の により つの によって、 、 、

形成 續 信 單一民族國家 普遍性 納得が され けてきたことが じられ ここに としての が できる そし、 。

國民國家 現在 韓國 保障 第二章 條 我 國 先史時て として の が されるのである さらに の が の。

代 中國 中心 文化圈 北方文化圈 漢族文化圈 華南文化圈 東方文化圈 四に を とする を と の、 、 、 、

分 地図 載つに ける が せている 地図 注目 東方文化圈 古朝この のなかで したいのは で これは。 、

鮮 勢力範囲 地域的 見事 合致 圖參照 獨自 文化 檀君 古朝鮮の と に に する つまり の をもって の。 、

成立 暗示 地図が したことをここに するものである この から。 、第一章 韓國史 正 理解の しい

條 韓國史 世界史と 最初 項 韓國史 普遍性 特殊性の の の と にある

世界 文化圈 分 特殊性 理解 一 文化圈 中をいくつかの に けてその を することにし つの の でも、

一度民族文化 地方文化 特殊性 抽出 民族 歷史もう や の を することにする すべての の には。 、

普遍性 特殊性 存在このような と が する
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記事 視覺的 說明 韓民族 歷史 始 特殊性 納得という を に してくれる ここに の の まりからの が さ。

長 歷史れ い、、 單一民族國家と 單一民族國家さらに、 普遍性 特殊性 示の と が された

檀君 古朝鮮 韓民族國家 始 可能といえる これらすべてが の を の まりとすることによって とい。 、

保障 三國遺事え そして これを するのが である、 、 。

先史時代 文化圈の

中學校 國史

中學校 國史の 敎科書 國史編纂委員會 國定図書編纂委員會 編纂 國も によって された、

定敎科書 中學校 國史 一冊 敎科書 第 章 國 歷史 始の だけである この の わが の の ま。

り 第 條 先史時代 生活の の 韓半島 人 住 民族において にいつから が みだしたのか つまり の、 、

起源 語 續 旧石器新石器 靑銅器時代 変遷 遺跡遺物 示 說について り いて さらに への を を しながら、

明 第 條 國家 成立する しかし の。 、 入 記述 大 異 最初 項目 古朝鮮に るとその は きく なる の。

建國 歷史的意義の は 檀君 古朝鮮において の 古朝鮮 成長 変遷と の と 題目下 本という で、

文 檀君 古朝鮮建國 史實 記載 檀君 古朝鮮に の が として されている まず の。 內容であるが その、

次 通は の りである。

檀君 古朝鮮建國の

靑銅器文化 形成 滿州遼寧地方 韓半島西北地方 族長 支配 部族 始が され と には が する があらわれ め、
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檀君 部族 統合 古朝鮮 建國た はこれらの を し を した。 、 。

檀君 古朝鮮 建國 國 歷史 非常 古 物語 檀君 建國事實の の はわが の が に いことを ってくれる また の。 、

弘益人間 建國理念 我 民族 危機 面 民族 自負心 呼 起 原動力と の は が が に するたび の を び こしてくれる、

となった。

以外 檀君 建國 話 通 我 民族 始 國 作 時 狀況 推測 熊それ にも の の を して が が めて を った の が できる と。

虎 登場 先史時代 形成 特定 動物 崇拝 信仰 要素 反映が することから に された の を する の が されているこ

分 雨風雲 主管 人 我 民族最初 國家 農耕 背景とが かる また を する がいたことから が の が を にして。 、 、

成立 推測したことが できる 。

以上 內容 中 檀君 古朝鮮 建國 國 歷史 非常 古 物語その であるが その で の の はわが の が に いことを っ、

てくれる 文章 本文最初 檀君 歷史的事實 前提 証據の は から が であることを とする その として、 。 、

本文 下 三國遺事 古朝鮮條 現代譯 資料 載 中學の に の を としてそのまま せている このように。 、

校 國史 高等學校 國史 事情 同 檀君 古朝鮮も と は じで の、 單一民族國家によって として

現在 韓國 保障の を している。

中學校この 國史 特徵 次 第一章 國 歷史 始の として のことがあげられる わが の の ま、 。

り 第 條 國家 成立の 最初 項目 古朝鮮建國 歷史的意義の の の は 檀君 建において の、

國事實 弘益人間 建國理念 我 民族 危機 面 民族 自負心 呼 起と の は が が に するたび の を び こしてく、

原動力れる となった 個所 弘益人間という があるが この、 韓國 敎育基本法第 條は の に、

敎育理念 明示 第 條 內容として されている その の は。 、

敎育 弘益人間 理念 全 國民 人格 完成 自主的生活能力 公民は の のもとに ての をして を さしめ と と、

資質 具有 民族國家 發展 奉仕 人類共榮 理想實現 寄与 得しての を させ の に さしめ の に し ることを、

目的とする 。

遼寧

國史編纂委員會 國定圖書編纂委
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韓國 敎育 出發点 到達点 踏である これは の の でありかつ といえるものである これを まえるこ。 、 。

本文 檀君 建國事實 弘益人間 建國理念とによって の の と の は、 續 我 民族 危機 面に く が が に

民族 自負心 呼 起 原動力するたび の を び こしてくれる となった 部分 納得という が できるのであ

現在 理念 弘益人間る の でもって。 語 現在 理念 作 出 過を るもので つまり の によって り された、

去 現在 韓國 敎育 保障 登場 三國遺事 何 弘益人から の の を するものとして している は も、 。

間 目的 弘益人間をその としているのではなく、 歷史的 我 民族 危機 面が に が が に するたび

民族 自負心 呼 起 原動力の を び こしてくれる となった 記錄 殘という は っていない しかし ここ。 、

弘益人間で 國民國家 敎育理念 保障 三國遺事を の として するのが である、 。

初等敎育 敎科書の

初等敎育 敎科書 敎育人的資源部 文部科學省 出 一種類 中の は から ている だけであることは、

等敎育 敎科書 同 初等敎育 歷史 扱 敎科書 社會全般 網羅の と じであるが では だけ った はなく を、 、

敎科書 社會した 初等敎育 敎科書 特徵 年生 學期 地だけである また の の として まではその。 、

域 焦点 絞 書 地域 敎科書 內容 異 全羅に を って かれているため ごとに の は なっている ここでは、 。 、

北道 使 敎科書 使用 問題 韓國全土 及 全國共通で われている を したが が に ぶところは であり、 、當

然韓國 歷史 關 全國共通 全羅北道 敎科書 使用の に するところも である このため の を したこと。 、

關 何 問題に して ら がない、 。 年生 學期 社會の ー 對象 地域 韓國全体から は から とな

國 歷史 內容 盛 込 第一章 文化財 博物館り の をその に り む まず と、 。 、 第 條 昔 都 地 文の の と

化財 年表 歷史地図の と 揭載 年表 最上段 檀君 繪 古朝鮮 記に された の に の と を す そし。

檀君 繪 上 檀君王儉 紀元前 年 古朝鮮 建 三國遺事て この の の に が に を てた、 說明の

添 三國遺事 根據 韓民族 國家形成 始 古朝鮮 確認を ている を として の の まりを と してい。 、

る。 內容 後 本文 三國 統一新羅 渤海 高麗 地しかし はこれだけである その も はなく ・ と ・ の、 。 、

図 載 韓國 歷史 流 視覺的 捉 本題 文を せているだけでるある これらにより の の れを の えさせ の。 、 、

化財 話 續の へと く。 年表 檀君 古朝鮮 最上段 置 下段この は の を に き それから にそっていくつ、 、

國 分 新羅 統一 後三國時代 分 高麗 統一かの に かれ それを が し さらに に かれ それをまた が そ、 、 、 、

し 朝鮮 経 現在 繫 構図 見 一目瞭然 韓民族 古朝鮮て を て に がるという になっている これを れば は と。 、

統一民族國家 出發 後分裂 繰 返 結局統一 始祖 檀いう として し その を り すが されていく としての、 、 。

君 古朝鮮 存在 統一 必然性 保障 本文 內容 無 年表 視覺的そして の により の が される の が くても が、 。 、

語 最上段 古朝鮮 描に ってくれる これは くどいようだが に が かれているからである。 、 、 。現在 統の

一國家一時的 南北 別 統一 國家 互 認識 象徵 古朝鮮に に れているが されるべき としてお い の として、

逆轉 古朝鮮 現在 統一國家 保障があるが これが してこの によって の を している、 。

韓國敎員大學國定 図書編纂委員會 社會 敎育人的資源部文部科學省・ ー

韓國敎員大學國定 図書編纂委員會 社會 敎育人的資源部文部科學省・ ー
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年生 一學期 敎科書 社會の の 社會は、 敎科書 具体的 歷史 記載の より に が さ

事情 中等敎育 敎科書 同 第一章 我 民族 國家 成立れているが は の と じで が と の、 、 第 條 一

集 民族つに まる 初 建 國古朝鮮の めて てた 最初 國 始 檀君 古朝鮮 强と から の まりとして の を、

調 國民國家 敎育理念 弘益人間する そして の として。 、 載 根據も せている そして その はや。 、

三國遺事 注目 都度 都度載 時代時代はり である ここで したいのは その その せられている。 、

國 勢力地図 地図 古朝鮮 勢力範囲の の である その とは の。 、 三國時代 高句麗最盛と の、

期 勢力範囲の 百濟最盛期 勢力範囲の 新羅最盛期 勢力範囲の 統一新羅と と、

渤海 勢力範囲の 地図 比 氣 付 古朝鮮 勢力範囲である これらの を べて が くのが の。 、 地図の

統一新羅 渤海 勢力範囲から と の 地図 領域 変の まで その がほとんど わっていないということ、

である 何 意味 古朝鮮以後 國 領域內これは を するのか の すべてがその にあるため。 。 、檀君 古朝鮮の

建國 始 民族 國家 形成 三國時代 統一新羅 継承を まりとして ・ が され それがそのまま ・ まで されて、 、

いることを 本文 說明 視覺的 語 檀君 古朝鮮建國 始 統一民の がなとも に ってくれる の を まりとして、 。

族國家 形成 三國時代 統一新羅 継承 示が され それがそのまま ・ まで されていることを すものであ、

韓半島 分裂 繰 返 根本 同 統一民族國家 成長發展る すなわち は を り すが その は じであり として し。 、 、

地図 語 古朝鮮 領域 定 後代 領域 古朝鮮 領てきたことを は っている の は かでない ここでは の が の。 。 、

域 保障 後代 保障 古朝鮮 領域 今度 後代 領域 保障 統一を するのである によって された の が は の を し。 、

國家 國土 確立 言 初等敎科書 韓民族 歷史 古朝鮮 存在 成立としての を したと える の の は の によって。

保障 三國遺事 檀君 古朝鮮建國 記事し それを するのが の の の である、 。

古朝鮮 後代 引 継 中學校 國史 第五章 朝鮮 成立さらに が に き がれていることが の と、 、

發展 條 朝鮮 成立の 朝鮮 建 人 國家運營方向を てた たちの は 新 王朝 古朝の しい は

鮮 継承 意味 名前 朝鮮 言を したという から を と い 小學校 敎科書 社會と の ー、 第一章

我 民族 國家 成立が と の 條 儒敎 政治 根本 朝鮮を の とした 政治改革 新 國による しい

古朝鮮 継承 意味 國 名 朝鮮の を した から の を といった 具体的 示に に されている、 。

韓國敎員大學國定 図書編纂委員會 社會 敎育人的資源部文部科學省・ ー

韓國敎員大學國定 図書編纂委員會 社會 敎育人的資源部文部科學省・ ー

韓國敎員大學國定 図書編纂委員會 社會 敎育人的資源部文部科學省・ ー

韓國敎員大學國定 図書編纂委員會 社會 敎育人的資源部文部科學省・ ー

韓國敎員大學國定 図書編纂委員會 社會 敎育人的資源部文部科學省・ ー

韓國敎員大學國定 図書編纂委員會 社會 敎育人的資源部文部科學省・ ー

國史編纂委員  

會 國定圖書編纂委員會 中學校 國史 敎育人的資源部文部科學省

韓國敎員大學國定 図書編纂委員會・

社會 敎育人的資源部文部科學省ー



おわりに

以上述 三國遺事 記載 檀君古朝鮮 存在 民族 普遍性 特殊性べてきたように に された の が の と、

保障 現在 國民國家 理論的根據 三國遺事 世界觀 蘇を することによって の の として の が ってい、 、

分 思 三國遺事 世界觀 本來 仏敎 普遍世界觀ることが かっていただいたと う しかし の は の の。 、 、

民族 特殊性 國民國家觀 歷史敎科書ではなく の をもつ として にあらわれている、 。

敎科書 表 世界 日本 古代 無視 世界 話に された では は においてほとんど されており ただ の のな、 、

簡單 述 韓半島 關 日本 外 世界かで に べられているだけである つまり と わっていない は の にある。 。

民族 特殊性 强調 念頭 中國 世のである そして の を するとき いつも にいれているのが であり。 、 、 、

界 中國 韓國 含 仏敎 普遍的世界 視野 入 三を と とみ インドを んだ の を に れていない しかし、 。 、

國遺事 元來 世界觀 仏敎 發祥 地印度 仏敎 繁榮 地中國 未來仏敎の の は そこに の の の の の、 、 、

繁榮 地韓國 三國 世界 仏敎 普遍的世界 中 自國 見の の を とするという の の に を いだすもので そこ、

自國 特殊性 認 敎科書 現 三國遺事 保障 國民に の を めることはない に われた によって された。

國家 主 國民 單位 民族 基礎 世紀 典型は として の にまとめられた を として のヨーロッパに、

的 成立 統一國家 市民革命 経 國民的一体性 自覺 上 完成に した を て の の に したもので、 、當然

三國遺事 時代 槪念 三國遺事 國民國家 保障の にはない である しかし は を するものと。 、

歷史敎科書 現して に われている。

過去 反共極右 國民 現在反米感情 高 北韓 認 中國に であった が を め を め をパートナとする、 、 。

自國 世界 中心 古代 廣開土王碑文 引 継 中世 三國遺事 世ここに を の とする の を き ぐ の の、

界觀 世界觀 現在 國民國家 保障 國定敎科書 國史があった この が の を するものとして に。 、 、

復活 自國 中心 世界觀 中國している これはどこまでも を とする で そこにパートナとして があ。 、

中國 文化圈 韓國 置 中國文化圈 北韓 含 韓國 中心る の に を くものではなく そして を む を とする。 、

文化圈 二 世界 見 日本 排除 當然の つを と そこには は されている アメリカもない、 。 。

日本 新 敎科書 韓國 國史 古事記 三國遺事 世界觀 國の しい と の は の によって

民國家 保障 韓國 中國對日本 對立構造 成立を し そこに ・ アメリカという を させている そ、 。

互 認 共有 世界觀 世界觀 共有こには お いをパートナと めるものはなく する もない を すること、 、 。

未來 問 兩國 共榮 兩國 歷史敎科書 今問なくして を う の はありえない この の を いたい、 。 、 。
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要 旨

韓日間 爭点 一 歷史敎科書問題 歷史敎科書 單 一敎科書 問題の の つに がある この というのは に の。 、

過去 現在未來 繫 國民敎育 問題 深刻でなく これによって をそして に げるべく がなされるため は であ、 、

日本 古代 古事記 天皇 世界 秩序 中心 世界觀 完成 韓半島 含る は は を の の とする を させ そこに を。 、 、

戰前 大東亞 世界觀 引 継 現在 國民國家 保障 扶桑んだ これは の という に き がれ を するものとして。 、 、 、

社 新 歷史敎科書 見事 復活 多 支持 得 日本 盟主の しい に に し くの を ている そこでは アジアは を、 。 、

大東亞共榮圈 傘 中 對等 存在 存とする の の にあり のパートナーとしてアジアは しない パートナとして、 。

在 大東亞共榮圈 外 世界 君臨 强大國家するのは の の に する アメリカだけである、 。

韓國 國定敎科書 國史 敎科書 國史 新 歷史敎科書 同ならば の はどうか も しい と じく、 。

單一民族國家 國民國家 描 同時 民族 特殊性 强調 保障つまり を くと に の を している そして それを す、 。 、

三國遺事 世界觀 存在 三國遺事 檀君 古朝鮮 韓民族 國 始るものとして の が する は の を の の ま。

中國 皇帝 匹敵 自己 王 描 三國遺事 元來 世界觀りとし の に する の をそこに きいる しかし の の、 。 、

仏敎 發祥 地印度 仏敎 繁榮 地中國 未來仏敎 繁榮 地韓國 三國 世界は そこに の の の の の の の を とす、 、 、

仏敎 普遍的世界 中 自國 見 單一民族國家 自國 特殊性るという の の に を いだすもので そこに そして の を、

認 敎科書 現 三國遺事 國民國家 保障 新 蘇めることはない に われた は を するものとして た ったとい。

國民國家える。 世紀 完成は のヨーロッパで したもので、 、當然 三國遺事 時代 槪の にはない

念 三國遺事 國民國家 保障 歷史敎科書 現である しかし は を するものとして に われている その。 、 。

世界觀は自國 中心 世界觀 中國 中國 文化圈 韓國 置を とする で そこにはパートナとして がある の に を、 。

中國文化圈 北韓 含 韓國 中心 文化圈 二 世界 見くものではなく そして を む を とする の つを と るものであ、

日本 排除る そこには は されている。 。

韓日兩國 歷史敎科書 三國遺事 古事記 世界觀 國民國家 保障の は それぞれ の をそこに を す、

蘇 韓國 中國對日本 對立構造 成立 互るものとして らせ ・ アメリカという を させた そこには お い、 。 、

認 共有 世界觀 世界觀 共有 未來 問をパートナと めるものはなく する もない を することなくして を う、 。 、

兩國 共榮 兩國 歷史敎科書 今問の はありえない この の を うべきである。 、 。

歷史敎科書 國民國家 世界觀 扶桑社 三國遺事 古事記キーワード
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